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会 議 記 録 

 

作成部局課名 丸子地域自治センター 地域振興課 

開催日 平成 20年 6月 13日(金曜日) 開催時刻 13時 30分から 17時 10分 

会議名 丸子地域協議会(平成 20年度第 3回) 

出席者 委員 19名(欠席者 1名) 

会議次第 

1 開会(佐藤センター次長) 

2 センター長あいさつ 

「わがまち魅力アップ応援事業」は、丸子町当時から実施してきた「住民提案型事業」

をネーミングも新たに全市に拡大して本年から取り組んでまいります。地域の魅力を高め

るための活動ということで、熱心な自治会の方々、団体から 16 件のご応募をいただきま

した。全市では 57 件の応募がございます。本日は長丁場の会議です。応募された皆さん

それぞれが、熱い思いを持って事業を取り組みたいという気持ちいっぱいでプレゼンされ

ると思いますが、皆さんのご意見をよろしくお願いいたします。 

3 会長あいさつ(片桐会長) 

本日、わがまち魅力アップ応援事業の選考を行うわけですが、協議会としても始めての

経験です。当初、応募者があるかどうか心配していましたけれども、16件という多数の応

募をいただきました。これも従来からやってきた住民提案型事業の成果と、丸子地域の地

域おこしに対するそれぞれの地域の皆さんの熱い思いによるものではないかと思います。

それぞれの皆さんの期待に応えるように協議会としてもやりたいと思います。大変長丁場

ではありますが、皆さんのご協力をお願いいたします。 

4 報告事項 

（1）上田市公共交通活性化プランについて(担当課：地域交通政策課) 

報告要旨 

[バス運行状況] 一般路線バス、生活交通路線バス、廃止路線代替バス、コミュニティバス。 

[公共交通活性化プラン] どこの地域にいても基本的に一定のサービスが受けられるよう 

にすることを目指し策定。約 1年半、6回の検討会で検討を進めてきた。 

[公共交通整備の五つの基本方針] 資料 2P 

[基本サービスレベル] 

① 長野・小諸方面に、バス・電車を使って朝 8 時までに着くことができ、夕方 6 時

以降の電車に乗り、バスを乗り継いで通勤・通学ができる。 

② 上田市中心市街地へ朝 8時まで、夕方 6時以降のバスで通勤・通学ができる。 

③ 上田中心市街地へ買い物や病院の通院で、午前・午後それぞれのうちに、2時間の

滞在時間を含めて、行って帰ってくることができる。 
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・現在あるバス路線を使いながら、公共交通サービスレベルをできるだけそろえるこ

とにより、地域間の公平や均衡を図るということで、バス路線 1本 1本検討。 

[各路線の検討結果] 資料 2Pから 4P 

[丸子地域循環バス] 循環頻度を高めるため、西回り、東回りの 2路線として利便性を高め、

ルートを見直し、交通不便地域の解消を図りたい。 

[デマント通行バス] 合併前の平成 18 年 2 月から武石地域で運行しているもので、利用者

の少ない武石線の日中便を廃止する代わりに、丸子腰越橋から下沖地域をフリー乗降

区間に加える。 

[乗り継ぎ情報提供表示板の設置] 上田駅と大屋駅に案内板を設置。 

[公共交通体系再構築実施プログラム] 通常のバス路線のダイヤ等の見直しや、循環バス等

について、今年 10月を目途に、具体的に実施に移していきたい。ただし今後調整が必

要な路線については、来年 4月からの運行を目指し調整してまいりたい。 

[行政負担] 市では、廃止路線代替バスの赤字分補助や、コミュニティバスの運行費など合

わせて H18年度は１億 1000万円ほど補助。今回の検討会の見直しなどをすべて実行

したとすると、およそ 3000万円の負担増となると予想。 

[利用促進] バス運行のサービスレベル・利便性を上げる一方で、継続的なバス運行を維持

していくため、地域の皆さん自身による、公共交通の利用促進への取組が不可欠。「地

域の公共交通は地域で守っていく」、「乗って残す」運動で、地域のバスを地域みんな

で盛り立てていただくことが必要。丸子地域協議会の皆様にも、地域としての利用促

進策をご検討いただきたい。別紙資料「乗って残そう！わが地域の公共交通 乗らな

くちゃ、なくなっちゃうよ！」は、あくまでの需要推計の試算で、検討の際の参考と

して見ていただきたい。 

[意見のお願い] 各路線については、検討会による検討結果を基に進めていきたいと考えて

いるが、より使い勝手がよいものとしていくために、ご意見があれば伺いたい。また

利用促進の方策につきましても、ご意見をいただきたい。 

アンケート用紙は、6月 20日(金曜日)までに返信用封筒にて事務局までご提出をい

ただきたい。 

 

資料 資料 1.長野県上田地域における公共交通活性化プラン 

 

5 会議事項 

(1) 平成 20年度わがまち魅力アップ応援事業プレゼンテーション選考 

  ①事前打合せ(事務局) 

説明要旨 

[プレゼンテーション選考の流れについて説明。] 

・ 16 団体。最初の説明は 3 分で質疑応答を含めて 10 分以内。質問等につい簡潔な質問



3 

をお願いしたい。 

 [選考調書について説明] ●個性あるふるさとづくり応援事業については、各自治会から

応募 5 件。4 つの視点(1)共益性(2)妥当性(3)効果・効率性(4)継続性 の視点で見てい

ただき、それぞれに評価をいただきたい。丸子地域全体でなくても、地域の皆さんが

一緒になって取り組むという自治会のまとまりの中での事業ととらえていただきた

い。●特色あるまちづくり応援事業については、5点・3点・0点の 3段階の評価をい

ただきたい。(1)公益性については、丸子地域に通じる、あるいは地域全体が盛り上が

る、この地域に多くの皆さんに訪れていただいて地域が活性化する、人の交流が生ま

れるような広い意味での公益性をイメージしていただきたい。(2)妥当性については、

応援事業とはいっても、財源は税金をもとに基金を造成し、その運用果実という形で

の補助金分配になっているので、ふさわしい事業かどうか考えていただきたい。(3)効

果・効率性も、もっと多くの人が動員できないのか、費用対効果が明らかに見える事

業かどうか、という視点を持って判断いただきたい。(4)継続性については、補助金が

あるからやるのではなくて、補助金が切れても必要な事業として継続が可能なのか。

一緒に考えていただきながら、ぜひ継続事業として地域の中で根付いていただきたい。

評定いただいた採点表を一件ごとに切り取って、一つのプレゼンが終わった段階でそ

の都度回収し即集計します。集計に基づいて全部のプレゼンが終わった後、最終選考

会を行う。会場は 3階第 2会議室。 

［最終選考協議の非公開について］ 

・ 最終選考は、一件一件評定しておりますので、非公開とさせていただきたい。 

 [その他] 

・ 委員の中で自らブレゼンテーションをやられる方、あるいは提案した団体に属してい

る委員については、選考からは外れていただきます。 

 

別紙資料： .平成 20年度わがまち魅力アップ応援事業(丸子地域)プレゼンテーション選考資料 

主な質疑・回答 

【選考調書の評定について】 

・ 特色あるまちづくり事業の評定で、「(2)妥当性のカ.事業目的及び目標は未だ達成され

ていない。」の欄は、新規の申込みがあった団体は、当然まだやってないから達成の話

しは出ないはずだが、その場合の評定方法は。 

 (事務局) 2年以降の事業の評価欄と考えていただき、新規のものはここは空欄で対応して

いただきたい。 

【個性あるふるさとづくり事業の評定について】 

・この事業は、点付けではないということですか。 

(事務局) ふさわしいとかふさわしくないとかという判断ではなくて、こうしたらもっとい

いんじゃないかとか、ほかの地区への波及性というような視点で書いていただければと



4 

思います。自治会での取組みとして上げてきている事業ですので、原則これはやってい

ただく方向で進めたい。 

決定事項等 

・ 最終選考協議については、非公開とする。(上田市自治センター条例)第 10条第 5項に

よる) 

 

  ②わがまち魅力アップ応援事業プレゼンテーション 

・ [個性あるふるさとづくり応援事業] 5団体のプレゼンテーション 

1.【辰ノ口自治会協議会】 

協議会を設立し、老人会、PTAの応援をいただきながら事業を進めていく。植栽につい

てはシダレモモも検討するが、今後の予算編成が変わってくることを了承願いたい。 

質疑・意見 

（委員）本数はわかったが、図面上で配置を計画したのか。 

・花桃 220本などを考えているが、間隔をどのくらい開けて植えるか等今後検討したい。 

（委員）植栽も子どもたちと行うのか。 

・植栽は役員でのみ。子どもたちには今後のごみ拾いなどイベントで参加してもらう。 

（委員）旧ゲートボール場の整備について具体的に説明してほしい。 

・現在、何も使っていない。草刈りなどすれば、イベント行うには充分な広さがあり休

憩所もある。 

（委員）何年か通して植栽するのか。図面を描いた方がよい。 

植栽について、子どもたちとも環境美化や温暖化防止など学習できればよい。補

助金期限が終了しても維持管理を行ってほしい。 

・今後も維持管理を行っていく。 

 

2.【長瀬地区自治会連合会】 

郷土の歴史を継承していくためにカタチに残していきたい。地区協議会を 15 名程度で

構成して今後については協議していきたい。丸子史料研究会とも連携していき、史料マッ

プ作成したい。そのマップを持って散策し、健康づくりにもつなげていきたい。 

質疑・意見 

（委員）多くの人が関わらないと地域づくりは難しい。一部の人の活動にならないように、

地元の区長ともよく連携してやってほしい。 

・魅力ある事業を検討する中で、地区の協議会を同時に立ち上げる。３区の区長が連携

して進めたい。ウオーキングに興味がわくような、よいコースにしたい。 

（委員）ウオーキングコースとてもよい。中丸子の関幸子さんの意見も参考にしたらよい

と思う。 

（委員）看板の設置はどこか。今年度の看板設置場所はどこか。 
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・事前に協議してから設置する予定。塩川地区へはまだ話しをしていないので承認後に

設置する。 

 

3.【荻窪自治会（ふるさと農道桜の会）】 

 今春、農道完成。住民はウオーキングに利用している人が多い。景観整備を行い、桜を

植えてお祭りも考えている。虚空蔵の文化財の写真撮影などに配慮し蔦を這わせたい。住

民の交流スペースにするため私有地の竹薮も所有者に了解得て整備する。整備は区の役員

を中心に、完成後の維持管理は区民に周知させて行いたい。魅力ある地域にしたい。 

質疑・意見 

（委員）ウオーキングに利用している人はどのくらいいるのか。 

・犬の散歩や朝晩歩いていると思われるが、正確には人数は把握できていない。 

 

4.【西内・平井自治会（地域未来づくり委員会）】 

両区が一緒になって地域の活性化を考えていく。少子高齢者による西内小学校の存続を

考えていく。歴代ＰＴＡ会長さんが集まり両区長とともに委員会を立ち上げた。一般公募

した委員で構成されている。委員会を中心にして活動していく。西内の良さをＰＲしたい。 

質疑・意見 

（委員）西内バンドはどのような構成で何人くらいか。ぜひバンドを結成してもらいたい。 

・西内小の金管バンドは全国で有名。学んだ子どもたちの将来を見据えた壮大な構想。

西内小、丸子中、西内住民を対象に考えている。 

（委員）計画は良いが、多くの企画なので参加してもらうにはどのように考えているか。 

・委員会を通してや女性の方に多く呼びかけたい。学校とも連携していきたい。 

（委員）計画を達成できるようがんばってほしい。実現を期待する。今までは西内から丸

子に通えばよいと思っていたが、今日話しを聞いてぜひ西内でがんばってほしい。 

 

5.【和子自治会】 

事業実施にあたり、実行委員会を立ち上げた。区民が使える道路を整備したい。田より

5～6ｍ上の道路の法面に植栽し整備したい。斜面の伐採等危険な作業は愛和会（区の 40

～70歳 20人有志）の会員が行う。橋から橋など周遊する遊歩道にもなる。 

質疑・意見 

（なし） 

 

・[特色あるまちづくり応援事業] 11団体のプレゼンテーション 

1.【腰越花桃の会】 

人が集まる地域、腰越を花、花、花にしたい。馬坂橋周辺に秋には 400mの遊歩道を設

置するが、その周辺にも花桃を植える。 
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質疑・意見 

（委員）御柱祭りや馬坂橋、腰越にはすばらしい場所がたくさんある。花桃を植えてもっ

と景観をよくしてほしい。 

（委員）女性が会員にいないようだ。力仕事はできないかもしれないが、女性にも声をか

けてもらいたい。 

・自分たちも課題だと思っている。募っていきたい。 

（委員）観光資源などにも考えているか。 

・考えてもいるが、まずは植えることをがんばってみたい。 

（委員）苗の見積もりは名古屋の業者のようだが地元の業者ではだめか。理由があるのか。 

・地元では本数が揃わない。 

 

2.【陣場地区土地利用研究委員会有志の会】 

 今回 3回目の応募。ぶどう畑の新規造成工事が行われた道沿いに景観整備のためドウダ

ンツツジを植栽する。上田市の新しい観光名所にしたい。 

質疑・意見 

（委員）ぶどう畑とドウダンツツジとのイメージがよくわからないが、なぜドウダンツツ

ジか。 

・悩んだが、高木は鳥の被害があるし低木なら景観も損ねないかと思う。ドウダンツツ

ジは春は花、秋は紅葉も楽しめる。 

 

3.【SLOW－LIFEクラブ素浪人】 

 昨年採択。地域の景観整備、生活環境の継承を続けている。筑紫哲也の「SLOW－LIFE

の進め」の講演に影響を受けた。元気な 60 代中高年が集まって地域への恩返しの意味も

あり活動している。メンバーも増やしている。現役世代と高齢者の繋ぎ役として活動して

いる。 

質疑・意見 

（なし） 

 

4.【丸子史料研究会】 

 会員 43名、現在 50人近くまで増えている。古文書の学習会を主に行っている。6/3に

は長瀬、塩川を史跡めぐりした。成果が見えにくい地道な活動を行っている。 

質疑・意見 

（委員）活動は長瀬自治会とタイアップしている活動か。一緒にやっていくとよいと思う。

タイアップし、広く活用できる案があるか。 

・地味な行動だが、活動を続けていきたい。地域で要請があれば、わたしたちもいつで

も出掛けていき話ししたい。 



7 

（委員）しっかりした活動なので、後世に残すために、本か何かをつくる予定があるか。

伝承していってほしい。 

・何かに残したいとは思っている。経済的な面で苦しい。 

 

5.【霊泉寺温泉の活性化を考える会】 

徳寿荘がカネボウ跡地に移転した。それに伴い跡地をどのように活用するか。どうにか

うまく活用したい。地域に声をかけたところ、老若男女 30 人が集まってくれた。住民に

も声をかけて花を植えたり遊歩道も整備したい。 

質疑・応答 

（委員）霊泉寺温泉は信州の原風景だと思っているとてもすばらしいところだと思ってい

る。活性化といっても周りと同じようにはなってほしくない。 

（委員）補助金期限が終わったらどうするか。 

・作業や維持管理はこれで終わるとは思わない。続けて活動していきたい。霊泉温泉が

続く限り考えていかなければならないと思う。今後山菜もふるまいたい。 

（委員）地域ともっと議論して活性化をみんなで考えていってほしい。 

（委員）整備をイベントにして多くの方に参加してもらうように計画してもよいと思う。 

・まずは地元からとも思っているが、そのように計画できればよいと思う。 

 

6.【荻窪炭焼きを楽しむ会】※時間調整により順番変更 

区民総出で間伐等行い、山を大切にしている。炭焼き小屋に集い技術伝承を行っている。

施設充実させたい。炭焼きを続けながら山を守っていきたい。炭焼き体験、焼き芋大会を

子どもと実施している。とても喜んでくれており、子どもの笑顔を見ると会員もうれしく

なる。区の一大行事になりつつある。高齢者宅への炭配布も好評。住民の交流深めたい。 

質疑・意見 

（委員）規約に地域内在住者とあるが他の人はいないのか。 

・実際には西内の人もいる。来たい人がいればどなたでも入ってもらってよい。 

（委員）昔からの炭焼き技術の伝承や子どもとの交流はすばらしい。ずっと続けてほしい。 

（委員）イベントに多くの人に広げてもらいたい。 

・丸子テレビで取り上げてもらい、周知された。 

（委員）すばらしい事業でこれからも続いていくと思うが、トイレがリースだが、買取は

できないのか。 

・限られた予算の中で、予算計上を考えたかった。女性や子どもにはトイレは必要。 

（委員）高齢者宅へ無料で配布していると思うが、「あさつゆ」で売ったらどうか。 

・「あさつゆ」の会員も仲間の中にはいる。あさつゆで売っている。注文も増えてきた。 

（委員）炭になる木は地元にあるのか。 
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・ほとんどが地元のもの。高齢者へはけやきでの炭を缶に詰めて配布もしている。地元

の板金屋に銅でつくってもらって高齢者宅へ配布している。炭は無料だが、入れ物に

も凝っている。 

・炭はいいものを配布している。経験も重なり質は良い。 

 

7.【木曽義仲信州丸子会】※時間調整により順番変更 

 木曽義仲挙兵行列の反省会で何かまちづくりをやろうと 13 人が残った。今年で４年目

になる。桜植栽で御嶽堂のみなさんと交流をもった経過から一緒に桜ライトアップを行っ

ている。青少年健全育成に努めたい。4年間 13人で費用を負担してきたが続かない。案内

看板やのぼりを設置したい。また、ウオーキングマップを作成したい。まちづくりから最

終的には地域観光に結び付けたい。 

質疑・意見 

（意見）図面があるとわかりやすい。真田祭りのように、「義仲祭り」なども計画できたら

よいか。 

・図面が間に合わなかった。案内看板設置でみなさんにわかりやすいようにしたい。祭

りは、4 年に一度は木曽義仲挙兵武者行列をやりたいと思う。来年には実行したい。

みなさんにも参加、ご協力願いたい。 

（委員）ライトアップはすばらしいが、消耗品が多いので、広く宣伝して地域に協力を求

めながら続けていってほしい。 

・上田の方からも桜やライトアップを褒めてもらっている。丸子地域外からも来てもら

っているようだ。これからも宣伝していきたい。まだ丸子地域での桜名所の周知がさ

れていないので寂しい。これから大いに地域へ周知させる方法を考えたい。 

（委員）昼間と夜の来客数はどうなのか 

・何人かは定かでないが、上田の千本桜の帰りの観光バスが寄ってくれた。今年はライ

トアップのときに甘酒を 600人に提供した。かなり来てもらっていると思う。 

 

8.【箱山城・桜ロードの会】 

箱畳線の左 1300ｍ付近。Ｈ13 年ごみの不法投棄があり林道で荒れてた。現在は整備さ

れ丸子修学館陸上部の練習場になっている。四季を通じて子どもの勉強の場にもなればよ

い。地元のそばの会が中心になって構成された会。大人と子どもが里山づくり活動したい

と桜を植える計画を立てた。子どもも桜と一緒に成長していってほしいという願いがある。 

（委員）地図をみて思ったのだが、駐車場はあるのか。 

・10台くらい停められる。いくつかルートがある。年齢に合わせて無理のないコースを

選べる。 
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9.【鹿教湯商工会】 

今年で採択 3 年目になる。昨年は丸子修学館高校と協働で 25 回にわたり作業を行い、

世代交流を図った。生徒も現場で学び自分たちの得たものも多かった。今年は生徒と協働

で地勢図やわかりやすい看板を設置したい。植生を通して山も大切にしていきたい。地域

へ作業の呼びかけしながら、市森林整備の指導を受けたい。完成は 24年を予定している。 

質疑・意見 

（委員）仮設トイレは、買取する計画はないか。 

→山の中での循環型トイレを設置する計画もある。見積もりみても費用もかかる。車

椅子で入れる里山を目指している。 

 

10.【丸子地域を活性化する会】※時間調整により順番変更 

昨年までかかし祭り実行委員会として活動して 4回が経った。もっと地域を拡大したら

どうかという声があり、今年新たに会を立ち上げた。鹿教湯交流センターも踏まえて拡大

してみんなで楽しくかかしを作ってこの地域にお客様を迎えようと計画した。 

質疑・意見 

（委員）中丸子りんご祭りの場所にもかかしがあった。連携して、かかしを盛り上げてい

ったらどうか。 

・昨年、中丸子の区長からかかし貸与依頼があった。多くの人に見てもらえたと思う。

今年も協力したい。 

（委員）かかしを作る人にも補助金を支給するのか。 

・今年は、祭りの顔になるようなかかしを地域みんなで作る予定。 

（委員）デジタルカメラはどのような用途か。スナップ写真などに使うのか。見積は最新

機種で高品質のもの。メモリだけではだめなのか。 

・グレードの高いものを選んだが、これにこだわってはいない。新しく立ち上げた会な

ので今後 5年、10年と続けたいので、高価なものを選んだ。 

（委員）補助金が出なくなった場合はどのように資金を組むのか。 

・過去 4回続けてきたので、その範囲でやらざるを得ない。限られた予算内で行う。 

 

11.【お産を考える会 はぐＨＵＧ】※時間調整により順番変更 

メーリングリストをつくって、お産や育児情報を共有しあっている。現在 50 人くらい登

録。次世代も安心してお産ができるようにしてあげたい。母親が地域に出ていけるように。

子育ては支援ではなく、母親が自分で楽しめるように。丸子地域は子育てによい地域だと

思う。「あさつゆ」などの地産食材も豊富で丸子をモデル地域としていきたい。 

質疑・意見 

（委員）子育ては大変なことだし少子化の中ぜひがんばってもらいたい。ＰＲしていろん

なところから協力してもらったらどうか。イベント 20 団体参加はどういうもの
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か。 

・子供服のリサイクルなどお店に参加費用を出してもらう予定。 

（委員）講師を依頼する予定のようだが、どのような講師か。市の出前講座を利用する方

法はないのか。出前講座は無料なのでぜひ検討してもらいたい。 

・出前講座はこれから考慮したい。東京から、男性育児の講師、バースコーディネータ

ー、ジャーナリストなど著名人を計画している。 

（委員）新聞等情報の発信方法は。 

・現在検討中だが、インターネットを利用することも考えている。 

 

③最終選考協議 

[最終選考協議] 

・「個性あるふるさとづくり応援事業」の選考について異議があるか。 

・「特色あるまちづくり応援事業」について、本日プレゼンした 11団体全ての採点で平均

点が 20点以上だった。選考に異議はあるか。 

・選考結果のまとめたものは次回の協議会でお知らせしたい。 

[今後の日程] 

調書の特記事項は、採点結果とともに各団体へ通知し今後の活動の参考にしてもらうた

め、事務局へ提出をお願いいたしたい。本日提出できない方は、６月１７日(火曜日)まで

に返信用封筒をご用意しますので、提出をお願いいたい。 

[各団体への採択結果通知] 

 採択結果を意見書として上田市長へ提出し、市長から回答書をいただいた時点でその回

答内容について団体、委員の皆さんへ通知する。６月下旬を予定。 

決定事項等 

・ 個性あるふるさとづくり応援事業・5団体の選考について「異議なし」 

・ 特色あるまちづくり応援事業・11団体の選考について「異議なし」 

 

４．その他 

・次回の地域協議会の日程について(事務局) 

・次回の地域協議会は、７月１８日(金曜日)午後 1時 30分から丸子地域自治センター３階

第２会議室 の予定。 

閉会 

 


